










1.はじめに 

 川崎病における弁膜症は従来より罹患児の約1%に僧帽弁閉鎖不全(以下 MR)が,また稀に

大動脈弁閉鎖不全(以下 AR)が認められるとされてきた。しかし,最近ドップラー心エコー

図の導入により,高率に軽度のMRや三尖弁閉鎖不全(以下TR)が川崎病に認められるとの報

告がある。また一方では,健常者にも高率に心臓の弁逆流が認められるとの報告もある。そ

こで川崎病患児および健康小児(以下コントロール)における弁逆流の評価をパルス・ドッ

プラー心エコー図を用いて行った。 


